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桑
4色

i 主管町

弱含
軍事A
S すも
電b

キu
修室》

多
度
町
の
北
東
部
に
七
郷
と
呼
ば
れ

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

東
に
捧
斐
川
、

や
ま
よ

け

西
に
山
除
川
・
多
度
川
で
固
ま
れ
、
川

の
中
州
(
輪
中
)
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

明
治
二
十

二
年
の
近
代
市

町
村
制
で
七
郷
輪
中
の
村
々
は
香
取
村

と
一
体
で
七
取
村
に
な
り
ま
し
た
。

現

在
の
多
度
北
地
区
に
相
当
し
ま
す

。

で
は
七
郷
の
語
源
は
と
い
う
と
、
合

併
時
の
村
名
で
み
る
と
、
上
之
郷
・
古

敷
・

福
永

・

東
平
賀
・
西
平
賀
の
五
カ

村
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
初
期
慶
長

元
和
年
間
二
六

0
0
年
代
初
め
)
に

上
之
郷
や
福
永
が
開
発
さ
れ
、
江
戸
中

期
に
は
輪
中
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
頃
に
上
之
郷
の
支
郷
と
し

て
の
花
買
と
内
母
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を

加
え
て
七
郷
輪
中
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

内
母
は
、
内
母
神
社
に
そ
の
名
を
残

し
、
明
治
期
の
河
川
改
修
に
よ
り
現
在

の
香
取
の
地
に
移
り
ま
し
た
が
、
、
水
禄

年
間
(
一
五
五
八
1

九
O
)
の
兵
火
に

よ
り
社
記
が
焼
失
し
た
と
い
う
、
古
く

か
ら
の
神
社
で
す
。

十
月
に
行
わ
れ
る

内
母
神
社
の
石
取
祭
は
、
明
治
初
期
に

桑
名
市
街
の
中
古
祭
車
が
譲
ら
れ
た
こ

社
会
文
化
部
門

(
個
人
会
員
)

大
河
内

ご仕
Iロ

と
に
始
ま
っ
て
、
次
第
に
台
数
も
増
え
、

六
台
と
な
り
ま
し
た

。

そ
の
う
ち
上
之

郷
祭
車
は
、
俗
に
「
花
買
い
の
車
」
と

も
呼
ば
れ
、
桜
の
造
花
を
神
社
に
献
納

し
ま
す
が
、
こ
の
風
習
は
石
取
祭
車
で

祭
礼
を
行
う
よ
う
に
な
る
以
前
か
ら
の

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
七
郷
輪
中
一
円
と
香
取
地
区
で

行
わ
れ
る
内
母
神
社
の
石
取
祭
は
、
本

年
平
成
一
一
十
三
年
四
月
二
十
日
に
桑
名

市
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

10月初めの土日曜に行われる多度町での内母神社の石取祭
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会
員
の
皆
様ゾ

(
五
十
音
順
)

9

月
1

日
現
在
…

日

医
療
法
人
誠
会
山
崎
病
院
様

H

H

お
菓
子
処
「
和
」
様

…

…
力
ネ
ソ
ウ
株
式
会
社
様

日

…
株
式
会
社
ケ
イ
デ
ィ

l

エ
ン
ジ
ニ
ア
様

H

H

株
式
会
社
山
王
鉄
工
所
様

…

日

株
式
会
社
東
和
様

…

…
株
式
会
社
水
省
精
機
工
作
所
様

日

…
株
式
会
社
レ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
桑
名
様

日

二
東
名
信
用
金
庫
様

H

H

在
日
本
大
韓
民
国
民
団
三
重
県
桑
名
支
部
様…

…
茶
道
具
山
水
園
様

日

日

中
央
不
動
産
株
式
会
社
様

H

H

辻
内
鋳
物
鉄
工
株
式
会
社
様

日

日

兎
月
堂
様

日

…
内
藤
株
式
会
社
様

H

H

花
新
江
場
中
店
様

H

H

花
乃
全
日
様

…

日
光
精
工
株
式
会
社
様

日

…
一
二
重
精
機
株
式
会
社
様

H

H

森
田
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
様

H

H

有
限
会
社
茶
茂
様

…

日
頃
の
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
、

日

深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

到
園
出
国

天
慢
が
不
安
定
な
中
、
夏
休
み
セ
終

わ
り
各
ご
家
庭
セ
平
常
に
セ
ど
り
つ
つ

あ
る
か
と
思
い
ま
す

。

会
員
の
方
々
七
年
数
回
の
発
表
の
場

を
作
り
、
日
明
の
戚
黒
を
え
て
い
た
だ

こ
う
と
猛
暑
の
中
、
子
を
流
し
な
が
ら

一
生
懸
命
練
習
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す

。

日
々
壮
し
い
中
、
目
揮
を
好
っ
て
努

力
し
て
い
け
る
事
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す

。

す
民
の
皆
さ
ん
の
中
で
宵
か
し
て
み

よ
う
と
足
わ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
一
度
声
を
か
け
て
下

さ
い

。

比
白
ざ
ん
生
き
生
き
と
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す

。

ま
た
、
そ
の
戚
黒
を
発
表
さ
せ
て
い

た
だ
く
時
に
は
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
々
に

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

そ
し
て
、
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
力
し
て
参
り
ま
す

。

広
報
担
当
副
会
長

委
員
文
学
部
門

美
術
部
門

音
楽
部
門

芸
能
I

部
門

芸
能
E

部
門

芸
能
E
部
門

演
劇
部
門

社
会
文
化
部
門

茶
華
香
道
部
門

趣
味
教
養
部
門

(
が
一
勝
清
子
)

中
山
雅
幸

高
橋
フ
ク
ミ

松
井
勝

菅
原
真
治

渡
違
法
子

尾
崎
三
千
男

加
藤
清
子

相
原
千
景

大
河
内
浩

白
木
宗
弘

加
藤
誠
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